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選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

コイヌガラシ 
県内の分布域は限られており，生育地，個体数はともに僅少。道路計

画に直面する生育地もあり，生育地の減少や消滅が懸念される。 

 

中津・宇佐低地 

 

 

本州(関東地方以西)，四国，九州(福岡・佐賀・熊本・大分・宮崎) 

朝鮮半島，中国・中国(東北部)，アムール，台湾 

 

低地のため池や水溝。 

 

 

生育地は河川敷や水田周辺で，生育環境が不安定な所が多い。 

　 
　 
アブラナ科 
Cruciferae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
準 

Rorippa cantonoensis 
(Lour.) Ohwi

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

モウセンゴケ 
湿地に生える。県内の生育地，個体数はともに少ない。湿地開発や水
環境の変化により，生育地の減少が懸念される。 
 
耶馬渓・国東丘陵地，英彦山・犬ヶ岳山地，津江山地，九重火山群，由
布・鶴見火山群，大分川・大野川丘陵地，大野川上流域，祖母・傾山地，
北川上流域 
 
北海道，本州，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
北半球亜寒帯～温帯 
 
丘陵地から山地の日当たりのよい湿地。 
 
 
湿地周辺では流れが変ったり，環境が乾燥したりして消滅した所があ
る。 
 
国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，瀬戸内海，耶馬日田英彦山，
祖母傾］ 

　 
　 
モウセンゴケ科 
Droseraceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Drosera rotundifolia L.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

チャボツメレンゲ 
県内での生育地はごく希で，個体数も少ない。環境の変化により，生

育状態に消長がみられる。厳しい環境のため自然増殖は少なく，人に

よる採取もあって，絶滅の危険性が高い。 

 

国東地区，祖母・傾山地 

 

 

本州(西部)，四国，九州(福岡・長崎・大分・宮崎) 

朝鮮半島(南部) 

 

丘陵地から山地の岩場。 

 

 

日当たりのよい平らな岩場に生育しているが，個体数は限られ，植生

遷移による環境の変化で減少傾向にある。 

　 
　 
ベンケイソウ科 
Crassulaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
II

Meterostachys sikokianus 
(Makino) Nakai




